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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対向配置された第１基板および第２基板と、
　前記第１基板上に、直交する第１および第２の方向に沿って２次元配置されると共に、
各々が、印加電圧に応じて透過率が変化する液晶素子を有する複数の画素と、
　前記第１基板と前記第２基板との間に配置された、第１のスペーサおよび第２のスペー
サと
　を備え、
　前記第１および第２の方向のそれぞれから傾斜する第３の方向に沿った画素列は、前記
第１のスペーサが周期的に配置された複数の第１の画素列と、前記第１の画素列とは異な
る配列周期で前記第２のスペーサが配置された複数の第２の画素列とを含み、
　前記第１および第２の方向では、前記第１のスペーサが２つの画素に対して１つの割合
で配置されている
　液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第１の画素列では、前記第１のスペーサが１画素に対して１つの割合で配置されて
いる
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　対向配置された第１基板および第２基板と、
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　前記第１基板上に、直交する第１および第２の方向に沿って２次元配置されると共に、
各々が、印加電圧に応じて透過率が変化する液晶素子を有する複数の画素と、
　前記第１基板と前記第２基板との間に配置された、第１のスペーサおよび第２のスペー
サと
　を備え、
　前記第１および第２の方向のそれぞれから傾斜する第３の方向に沿った画素列は、前記
第１のスペーサが周期的に配置された複数の第１の画素列と、前記第１の画素列とは異な
る配列周期で前記第２のスペーサが配置された複数の第２の画素列とを含み、
　前記第１の画素列では、前記第１のスペーサが１画素に対して１つの割合で配置されて
いる
　液晶表示装置。
【請求項４】
　前記第２の画素列では、２つ以上の画素に対して少なくとも１つの割合で前記第２のス
ペーサが配置されている
　請求項１ないし請求項３のうちいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記第２の画素列では、２つ以上の画素に対して１つの割合で前記第２のスペーサが配
置されている
　請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記第２の画素列では、２０以下の画素に対して少なくとも１つの割合で前記第２のス
ペーサが配置されている
　請求項１ないし請求項５のうちいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記第１のスペーサおよび前記第２のスペーサは、前記画素間の遮光領域に配置されて
いる
　請求項１ないし請求項６のうちいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記第１および第２の方向では、前記第１のスペーサが２つの画素に対して１つの割合
で配置されている
　請求項３ないし請求項７のうちいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記第１の画素列および前記第２の画素列は交互に配置されている
　請求項１ないし請求項８のうちいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記第３の方向に沿った画素列全てが、前記第１の画素列または前記第２の画素列であ
る
　請求項１ないし請求項９のうちいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記第３の方向は、前記第１および第２の方向のそれぞれから４５°傾斜した方向であ
る
　請求項１ないし請求項１０のうちいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　対向配置された第１基板および第２基板と、
　前記第１基板上に、直交する第１および第２の方向に沿って２次元配置されると共に、
各々が、印加電圧に応じて透過率が変化する液晶素子を有する複数の画素と、
　前記第１基板と前記第２基板との間に配置された、第１のスペーサおよび第２のスペー
サと
　を備え、
　前記第１および第２の方向のそれぞれから傾斜する第３の方向に沿った画素列は、前記
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第１のスペーサが周期的に配置された複数の第１の画素列と、前記第１の画素列とは異な
る配列周期で前記第２のスペーサが配置された複数の第２の画素列とを含み、
　前記第１および第２の方向では、前記第１のスペーサが２つの画素に対して１つの割合
で配置されている
　液晶表示装置を備えた電子機器。
【請求項１３】
　対向配置された第１基板および第２基板と、
　前記第１基板上に、直交する第１および第２の方向に沿って２次元配置されると共に、
各々が、印加電圧に応じて透過率が変化する液晶素子を有する複数の画素と、
　前記第１基板と前記第２基板との間に配置された、第１のスペーサおよび第２のスペー
サと
　を備え、
　前記第１および第２の方向のそれぞれから傾斜する第３の方向に沿った画素列は、前記
第１のスペーサが周期的に配置された複数の第１の画素列と、前記第１の画素列とは異な
る配列周期で前記第２のスペーサが配置された複数の第２の画素列とを含み、
　前記第１の画素列では、前記第１のスペーサが１画素に対して１つの割合で配置されて
いる
　液晶表示装置を備えた電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、オンチップスペーサ（ＯＣＳ）を用いた液晶表示装置および電子機器に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、プロジェクタ等の投射型表示装置では、光源から出射された光が、透過型（ま
たは反射型）の液晶表示装置において変調されたのち、投射レンズによってスクリーンな
どに投影される。
【０００３】
　上記のような液晶表示装置は、一対の基板間に液晶層が封止された素子構造を有してい
る。これらの基板間の選択的な領域には、スペーサ（オンチップスペーサ：ＯＣＳ）が配
置されており、このスペーサによって基板間の距離（セルギャップ）が制御されている（
例えば、特許文献１，２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－７２１１４号公報
【特許文献２】特開２００５－７０５３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献１，２に記載の液晶表示装置では、例えば動画を表示した
場合などに、液晶層における配向状態の乱れに起因して、意図しない表示不良が生じるこ
とがある。
【０００６】
　本開示はかかる問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、液晶の配向状態に起因す
る表示画質の劣化を抑制することが可能な液晶表示装置および電子機器を提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　本開示の第１の液晶表示装置は、対向配置された第１基板および第２基板と、第１基板
上に、直交する第１および第２の方向に沿って２次元配置されると共に、各々が、印加電
圧に応じて透過率が変化する液晶素子を有する複数の画素と、第１基板と第２基板との間
に配置された、第１のスペーサおよび第２のスペーサとを備えたものである。第１および
第２の方向のそれぞれから傾斜する第３の方向に沿った画素列は、第１のスペーサが周期
的に配置された複数の第１の画素列と、第１の画素列とは異なる配列周期で第２のスペー
サが配置された複数の第２の画素列とを含み、第１および第２の方向では、第１のスペー
サが２つの画素に対して１つの割合で配置されているものである。
　本開示の第２の液晶表示装置は、対向配置された第１基板および第２基板と、第１基板
上に、直交する第１および第２の方向に沿って２次元配置されると共に、各々が、印加電
圧に応じて透過率が変化する液晶素子を有する複数の画素と、第１基板と第２基板との間
に配置された、第１のスペーサおよび第２のスペーサとを備えたものである。第１および
第２の方向のそれぞれから傾斜する第３の方向に沿った画素列は、第１のスペーサが周期
的に配置された複数の第１の画素列と、第１の画素列とは異なる配列周期で第２のスペー
サが配置された複数の第２の画素列とを含み、第１の画素列では、第１のスペーサが１画
素に対して１つの割合で配置されているものである。
【０００８】
　本開示の第１，第２の電子機器は、上記本開示の第１，第２の液晶表示装置を備えたも
のである。
【０００９】
　本開示の第１，第２の液晶表示装置および電子機器では、第１基板と第２基板との間に
配置された複数のスペーサが、第１および第２の方向から傾斜する第３の方向に沿った選
択的な画素列において、選択的な画素に対応する範囲内に少なくとも１つのスペーサを含
む。ここで、例えばスペーサが数画素置きに等間隔で周期的に配置されている場合、例え
ば所定の斜め方向においてスペーサの配置されない画素列が存在する。特定の動画が表示
された場合、液晶の配向乱れに起因して、その映像の一部を起点とした表示不良が生じる
ことがある。このような表示不良が上記の斜め方向に沿って連鎖し、その結果、線状の表
示不良が生じる。これに対し、第３の方向に沿った画素列において選択的な画素の範囲内
に少なくとも１つのスペーサを含むことにより、この第３の方向において上記のような表
示不良の連鎖がスペーサによって抑止され、線状の表示不良の発生が抑制される。
【発明の効果】
【００１０】
　本開示の第１，第２の液晶表示装置および電子機器によれば、第１基板と第２基板との
間に配置された複数のスペーサが、第１および第２の方向から傾斜する第３の方向に沿っ
た選択的な画素列において、選択的な画素に対応する範囲内に少なくとも１つのスペーサ
を含む。これにより、第３の方向に沿って、液晶の配向状態の乱れに起因する表示不良が
生じた場合にも、その連鎖を抑止して線状の表示不良の発生を抑制することができる。よ
って、液晶の配向状態に起因する表示画質の劣化を抑制することが可能となる。

                                                                                
【００１１】
　尚、上記内容は本開示の一例である。本開示の効果は、上述したものに限らず、他の異
なる効果であってもよいし、更に他の効果を含んでいてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本開示の一実施の形態に係る液晶表示装置の構成を表す機能ブロック図である。
【図２】図１に示した画素回路の一例を表す等価回路図である。
【図３】図１に示した液晶表示装置の要部構成を表す断面図である。
【図４】図１に示したスペーサの配置例を表す平面模式図である。
【図５Ａ】配向乱れによる表示不良発生のメカニズム（白表示および黒表示の境界部分）
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を説明するための模式図である。
【図５Ｂ】配向乱れによる表示不良発生のメカニズム（白表示，中間調表示および黒表示
の境界部分）を説明するための模式図である。
【図６】比較例に係るスペーサの配置例を表す平面模式図である。
【図７】図６に示した配置例における表示不良発生について説明するための平面模式図で
ある。
【図８Ａ】図６に示した配置例において線状不良が観察される場合の映像表示の一例を示
す図である。
【図８Ｂ】図６に示した配置例において線状不良が観察される場合の映像表示の一例を示
す図である。
【図９Ａ】図６に示した配置例において線状不良が観察されない場合の映像表示の一例を
示す図である。
【図９Ｂ】図６に示した配置例において線状不良が観察されない場合の映像表示の一例を
示す図である。
【図１０】スペーサの配置密度とコントラスト比との関係を表す特性図である。
【図１１】２画素に対して１つの割合でスペーサを配置（１／２配置）した場合のコント
ラスト比について説明するための図である。
【図１２】１画素に対して１つの割合でスペーサを配置（１／１配置）した場合のコント
ラスト比について説明するための図である。
【図１３】図４に示したスペーサの配置による作用を説明するための平面模式図である。
【図１４】変形例１に係るスペーサの配置例を表す平面模式図である。
【図１５】変形例２に係るスペーサの配置例を表す平面模式図である。
【図１６】適用例に係る電子機器（投射型表示装置）の一例を表す図である。
【図１７】図１６に示した液晶表示ユニットの一例を表す分解斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本開示の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。尚、説明は以下
の順序で行う。
１．実施の形態（斜め方向に沿った画素列において数画素の範囲内に少なくとも１つのス
ペーサを配置した液晶表示装置の例）
２．変形例１（縦方向と横方向とにおいてスペーサの配列周期が異なる場合の例）
３．変形例２（縦方向と横方向とにおいてスペーサの配列周期が異なる場合の例）
４．適用例（電子機器の一例）
【００１４】
＜実施の形態＞
［構成］
　図１は、本開示の一実施の形態に係る液晶表示装置（液晶表示装置１０）の全体構成を
表す機能ブロック図である。液晶表示装置１０は、後述するように、例えばプロジェクタ
などの投射型表示装置に用いられるものである。この液晶表示装置１０は、複数の画素Ｐ
を有する表示領域（有効画素領域）１０ａと、表示領域１０ａの周囲に配置された走査線
駆動回路１１０および信号線駆動回路１２０と、複数の走査線ＧＬおよび複数の信号線Ｄ
Ｌとを備えている。なお、この他にも、図示しないタイミングコントローラや各種信号処
理を行う映像信号処理部が設けられている。
【００１５】
　信号線駆動回路１２０は、水平方向に沿って並列配置された複数の信号線ＤＬを介して
、複数の画素Ｐに対して水平方向に順次、映像信号に基づく映像信号を供給するものであ
る。走査線駆動回路１１０は、垂直方向に沿って並列配置された複数の走査線ＧＬを介し
て、複数の画素Ｐに対して垂直方向に順次、ゲート信号（走査信号）を供給するものであ
る。
【００１６】
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　複数の画素Ｐは、複数の信号線ＤＬと複数の走査線ＧＬとの各交点に対応する位置に配
置され、全体としてマトリクス状に２次元配置されている。換言すると、複数の画素Ｐは
、直交する縦方向Ａ１（第１の方向）と横方向Ａ２（第２の方向）とのそれぞれに沿って
配置されている。
【００１７】
　図２は、画素Ｐの回路構成を表したものである。画素Ｐは、例えば液晶素子ＬＣと、補
助容量素子Ｃｓと、ＴＦＴ１２ａとを有している。液晶素子ＬＣの一端（後述の画素電極
１３）は、ＴＦＴ１２ａのドレインと補助容量素子Ｃｓの一端とに接続され、他端（後述
の対向電極１６）は、例えば接地されている。補助容量素子Ｃｓは、液晶素子ＬＣの蓄積
電荷を安定化させるための容量素子である。この補助容量素子Ｃｓの一端は、液晶素子Ｌ
Ｃの一端およびＴＦＴ１２ａのドレインに接続され、他端は補助容量線ＣＬに接続されて
いる。ＴＦＴ１２ａのゲートは走査線ＧＬに、ソースは信号線ＤＬにそれぞれ接続される
と共に、ドレインは液晶素子ＬＣの一端と補助容量素子Ｃｓの一端とに接続されている。
【００１８】
　液晶素子ＬＣは、信号線ＤＬからＴＦＴ１２ａを介して一端に供給される映像電圧に応
じて、光透過率が変化するものである。ＴＦＴ１２ａは、液晶素子ＬＣおよび補助容量素
子Ｃｓの各一端に対し、映像信号に基づく映像電圧を供給するためのスイッチング素子で
あり、例えばＭＯＳ－ＦＥＴ（Metal Oxide Semiconductor－Field Effect Transistor）
により構成されている。
【００１９】
　図３は、液晶表示装置１０の要部構成を表す断面図である。なお、図２には、１画素付
近の素子構造を表している。液晶表示装置１０は、対向配置された第１基板１１と第２基
板１１８との間に、それぞれが液晶素子を含む複数の画素（画素Ｐ）を有している。具体
的には、第１基板１１上に、ＴＦＴ１２ａを含む画素回路層１２が設けられ、この画素回
路層１２上に、画素Ｐ毎に画素電極１３が設けられている。この画素電極１３は、ＴＦＴ
１２ａと電気的に接続されており、画素電極１３上には配向膜１４Ａが形成されている。
第２基板１８の第１基板１１との対向面には、全画素にわたって対向電極１６が設けられ
、この対向電極１６の表面を覆って配向膜１４Ｂが形成されている。これらの配向膜１４
Ａと配向膜１４Ｂとの間に液晶層１５が封止されている。また、第１基板１１と第２基板
１８との間には、スペーサ１９が配置されている。画素Ｐ同士の間の領域は、第２基板１
８に設けられた遮光膜１７によって遮光されている。なお、第１基板１１の光入射面およ
び第２基板１８の光出射面には、図示しない偏光板がそれぞれ貼り合わせられる。また、
第２基板１８の光出射面には、マイクロレンズアレイが形成されていてもよい。
【００２０】
　第１基板１１および第２基板１８は、石英、ガラス、シリコンなどの光透過性を有する
透明基板により構成されている。画素電極１３および対向電極１６は、例えばＩＴＯ（イ
ンジウム錫酸化物）などの透明導電膜により構成されている。配向膜１４Ａ，１４Ｂは、
例えばポリイミドなどの絶縁膜により構成されている。尚、図３では、配向膜１４Ａと配
向膜１４Ｂとの間にスペーサ１９が配設されており、スペーサ１９の側面は配向膜１４Ａ
，１４Ｂから露出しているが、これらの配向膜１４Ａ，１４Ｂのうちの一方によりスペー
サ１９の側面が覆われていてもよい。液晶層１５は、例えばＶＡ（Vertical Alignment）
モードまたはＴＮ（Twisted Nematic）モードの液晶により構成されている。遮光膜１７
は、例えば画素Ｐ毎に開口を有しており、平面視的には格子状を成している。
【００２１】
　スペーサ１９は、第１基板１１と第２基板１８との間の距離（セルギャップ）を制御す
るためのものである。スペーサ１９は、例えばフォトレジストなどの感光性樹脂により構
成されており、厚み（高さ）は例えば２μｍ～４μｍ程度である。このスペーサ１９は、
画素間の領域（遮光膜１７に対向する領域）に配置されている。また、表示領域１０ａ内
に複数配置され、平面視的には周期的なパターンで配置されている。
【００２２】
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　図４は、スペーサ１９の配置例を表したものである。正方形状に区画された１つの領域
が画素Ｐに対応する領域である。本実施の形態では、スペーサ１９として、以下のスペー
サ１９Ａとスペーサ１９Ｂとが配置されている。
【００２３】
　スペーサ１９Ａは、２つの画素Ｐに対して１つの割合で配置されている。このスペーサ
１９Ａ同士の縦方向Ａ１および横方向Ａ２における間隔（ここでは、２画素に相当する間
隔）は等しくなっている（等間隔である）。これにより、斜め方向Ａ３（第３の方向）に
沿った画素列のうち選択的な画素列Ａ３１（第１の画素列）において、スペーサ１９Ａは
、１つの画素に対して１つの割合で配置されている。以下、このスペーサ１９Ａの配置を
「１／２配置」と称して説明する。また、以下に説明するスペーサの「配置密度」は、全
画素にスペーサを配置した場合（１つの画素Ｐに１つのスペーサを配置した場合）を１０
０％とした場合の画素に対するスペーサの占める割合である。つまり、スペーサ１９Ａの
配置密度は５０％である。
【００２４】
　スペーサ１９Ｂは、斜め方向Ａ３（第３の方向）に沿った選択的な画素列において、選
択的な画素に対応する範囲（Ａ３ｇ）内に少なくとも１つ配置されている。具体的には、
スペーサ１９Ｂは、斜め方向Ａ３に沿った画素列のうち、スペーサ１９Ａが配置されてい
ない画素列Ａ３２（第２の画素列）において、５つの画素に対応する範囲Ａ３ｇ内に１つ
設けられている（５画素に対して１つの割合でスペーサ１９Ｂが配置されている）。換言
すると、スペーサ１９Ｂは、画素列Ａ３２において、ｎ画素（ｎは１または２以上の整数
）毎に配置されている。望ましくは、範囲Ａ３ｇは、２以上の画素に対応する範囲である
。また、範囲Ａ３ｇは、２０画素以下とするとよい。２０画素程度以下の線状不良であれ
ば、視認性に影響を与えにくいためである。この範囲Ａ３ｇは、コントラスト比との兼ね
合いから適切な値（画素数）に設定されることが望ましい。この場合、スペーサ１９Ｂの
配置密度は１０％となり、スペーサ１９Ａ，１９Ｂを合わせた全体の配置密度は、６０％
となる。また、縦方向Ａ１と横方向Ａ２とのそれぞれのスペーサ１９Ａ，１９Ｂの配列周
期は、同じであってもよいし、異なっていてもよい（ここでは同じ配列周期となっている
）。なお、スペーサ１９Ｂを１画素毎に配置した場合には、全画素に１つの割合でスペー
サ１９Ａまたはスペーサ１９Ｂが配置された構成となる（配置密度が１００％となる）。
【００２５】
　斜め方向Ａ３は、縦方向Ａ１および横方向Ａ２から所定の角度傾斜した方向であり、例
えば画素Ｐの面形状が正方形状または矩形状である場合、その対角線の延長線に沿った方
向である。ここでは、画素Ｐの面形状が正方形状であり、斜め方向Ａ３は、縦方向Ａ１お
よび横方向Ａ２のそれぞれから４５°傾斜した方向（縦方向Ａ１および横方向Ａ２のそれ
ぞれと４５°をなす方向）である。
【００２６】
　上記のような配置構成を有するスペーサ１９（１９Ａ，１９Ｂ）は、フォトマスクの開
口パターン（フォトレジストの露光パターン）を変更することで、実現することができる
。
【００２７】
［作用，効果］
　本実施の形態の液晶表示装置１０では、図１に示したように、外部から入力された映像
信号に基づいて、走査線駆動回路１１０により画素Ｐが線順次で選択されると共に、信号
線駆動回路１２０により映像信号に応じた映像電圧が各画素Ｐに供給される。これにより
、画素Ｐが表示駆動され、映像表示がなされる。
【００２８】
　ここで、動画を表示する（映像をスクロールする）場合、帯引きあるいは残像と呼ばれ
る表示不良が生じることがある。この表示不良は、液晶の配向状態の乱れに起因して生じ
るものであり、また、映像が表示される位置や移動方向（スクロール方向）、および配向
制御方向（配向膜１４Ａ，１４Ｂの蒸着方向やラビング方向など）の影響を受ける。また
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、配向乱れは、白表示の部分と黒表示の部分との境界付近において生じ、また表示パター
ンのうちの窪んだ部分や屈曲した部分において特に生じ易い。
【００２９】
　図５Ａに、白表示部分と黒表示部分との境界付近における表示不良について模式的に示
す。このように、時間的に連続するフレームｎ，ｎ＋１，ｎ＋２，ｎ＋３において、矢印
Ｄ１の方向に沿って境界部分が移動する場合について説明する。まず、フレームｎでは、
白表示部分Ｗ１１のうち、黒表示部分Ｂ１１との境界付近では配向乱れが生じるが、特に
屈曲部分に相当する画素Ｐ１１では、両側からの配向乱れが重なり、より不安定な配向状
態となる。このため、画素Ｐ１１の配向乱れは、次のフレームｎ＋１ないしフレームｎ＋
２まで残る。同様に、フレームｎ＋１において屈曲部分に相当する画素Ｐ１２では、配向
乱れが次のフレームｎ＋２ないしフレームｎ＋３まで残る。また、フレームｎ＋２におい
て屈曲部分に相当する画素Ｐ１３では、配向乱れが次のフレームｎ＋３ないしフレームｎ
＋４（図示せず）まで残る。このように、白表示部分Ｗ１１～Ｗ１４と黒表示部分Ｂ１１
～Ｂ１４との各境界付近では配向状態が乱れ易く、特に屈曲部分における配向乱れが大き
くなる。このため、矢印Ｄ１に沿って表示パターンを移動させた場合、画素Ｐ１１，Ｐ１
２，Ｐ１３，Ｐ１４，…等における配向乱れが数フレームに渡って残存し、白表示部分Ｗ
１１，Ｗ１２，Ｗ１３，Ｗ１４に、意図しないパターンが見えてしまう。このようにして
、配向乱れに起因する表示不良が生じる。また、矢印Ｄ１に沿って、数百画素以上にわた
って表示パターンを移動させた（スクロールさせた）場合、上記のような表示不良が数百
画素以上にわたって連鎖し（連なり）、線状のパターン（線状不良）として視認されてし
まう。
【００３０】
　図５Ｂには、白表示部分と黒表示部分との間に中間調表示部分がある場合の表示不良に
ついて模式的に示す。この場合も、フレームｎ～ｎ＋３において、白表示部分Ｗ２１～Ｗ
２４と黒表示部分Ｂ２１～Ｂ２４との境界付近で配向が乱れ、特に屈曲部分Ｐ２１～Ｐ２
５において配向乱れが大きくなる。また、この配向乱れは、数フレームにわたって残存す
る。このため、白表示部分Ｗ２１～Ｗ２４に、意図しないパターンが見え、表示不良が生
じる。但し、白表示部分Ｗ２１～Ｗ２４と黒表示部分Ｂ２１～Ｂ２４との間に、中間調表
示部分Ｇ２１～Ｇ２４があることで、発生した配向乱れが安定状態に戻りにくく、白黒表
示のみの場合（図５Ａ）よりも配向乱れによる表示不良が多フレームにわたって生じ易い
。
【００３１】
　ここで、図６に比較例に係るスペーサ（スペーサ１０１）の配置例について示す。比較
例では、スペーサ１０１が、２つの画素Ｐに対して１つの割合で配置されており（１／２
配置であり）、縦方向Ａ１と、横方向Ａ２とにおいて、それぞれスペーサ１０１が等間隔
で配置されている。
【００３２】
　このような比較例では、図７に示したように、斜め方向Ａ３に沿った画素列において、
上述のような配向乱れに起因する表示不良が連鎖し、線状不良（Ｘ１，Ｘ２，Ｘ３，Ｘ４
，…）が生じ易い。
【００３３】
　例えば、図８Ａに示したような星型の表示パターンを矢印Ｄ２の方向に移動させた場合
、図８Ｂに拡大して示したように、星型の一部（屈曲部分）を起点ＸＸ０として、斜め方
向Ａ３に沿って線状不良Ｘ１が生じる。なお、図８Ｂは、図８Ａの領域Ｓ１を拡大したも
のである。一方で、図９Ａに示したように、上記と同じ星型の表示パターンを矢印Ｄ２の
方向に移動させた場合であっても、線状不良が生じない場合もある。これは、図９Ｂに示
したように、表示不良の起点ＸＸ０の位置あるいはその延長線上にスペーサ１０１が配置
されているため、スペーサ１０１がストッパーとなり、表示不良の連鎖を抑止しているた
めである。
【００３４】



(9) JP 6417855 B2 2018.11.7

10

20

30

40

50

　これに対し、本実施の形態では、スペーサ１９Ａの配置（１／２配置）に加え、スペー
サ１９Ｂが、斜め方向Ａ３に沿った画素列Ａ３２において選択的な画素に対応する範囲内
に少なくとも１つ配置されている。ここでは、斜め方向Ａ３に沿った画素列のうちスペー
サ１９Ａが配置されていない画素列Ａ３２において、５画素に対応する範囲Ａ３ｇ内に１
つのスペーサ１９Ｂが配置されている。これにより、画素列Ａ３２のどの位置を起点（起
点ＸＸ１，ＸＸ２，ＸＸ３等）として上記のような配向乱れに起因する表示不良が生じた
としても、その表示不良は、範囲Ａ３ｇ内でスペーサ１９Ｂによって抑止され、５画素以
内の連鎖に留まる。つまり、表示不良の連鎖を、範囲Ａ３ｇ内の画素数に応じた数画素な
いし数十画素の範囲内に抑えることができ、線状の表示不良の発生が抑制される（線状の
表示不良として視認されにくくなる）。
【００３５】
　ところで、スペーサ１９Ａ，１９Ｂの配置により、比較例に比べ、スペーサの配置密度
は大きくなる。図１１に、スペーサの配置密度（％）とコントラスト比（％）との関係に
ついて示す。このように、スペーサの配置密度が大きくなるに従って、コントラスト比は
低下する傾向がある。一例として、図１２に、１／２配置（配置密度５０％）の場合の黒
表示、図１３に、１／１配置の場合（全画素に１つの割合でスペーサを配置した場合、配
置密度１００％）の黒表示について示す。このようにスペーサの配置により光抜けが生じ
、コントラスト比が低下する。つまり、スペーサの数を増やし、線状不良をより視認され
にくくすることと、コントラスト比を高くすることとはトレードオフの関係にある。本実
施の形態では、５画素に対して１つのスペーサ１９Ｂを配置したことから、スペーサ（ス
ペーサ１９Ａ，１９Ｂ）の配置密度は６０％である。これは、例えば１／２配置の比較例
（配置密度５０％）に比べ１０％程度大きいが、配置密度を５０％から６０％にした場合
のコントラスト比の低下は１～２％程度であり、大幅なコントラスト比の低下を招くもの
ではない。このように、スペーサ１９Ｂが配置される範囲Ａ３ｇは、コントラスト比との
兼ね合いから適切な画素範囲に設定されればよい。
【００３６】
　以上のように本実施の形態では、第１基板１１と第２基板１８との間に配置される複数
のスペーサ１９（１９Ａ，１９Ｂ）が、斜め方向Ａ３に沿った選択的な画素列（画素列Ａ
３２）において選択的な画素（５画素）に対応する範囲Ａ３ｇ内に少なくとも１つのスペ
ーサ（スペーサ１９Ａ）を含む。これにより、斜め方向Ａ３に沿って、液晶の配向状態の
乱れに起因する表示不良が生じた場合にも、その連鎖を抑止して線状の表示不良の発生を
抑制することができる。よって、液晶の配向状態に起因する表示画質の劣化を抑制するこ
とが可能となる。
【００３７】
　次に、上記実施の形態に係る液晶表示装置におけるスペーサ配置の変形例について説明
する。
【００３８】
＜変形例１＞
　図１４は、変形例１に係るスペーサ１９の配置例を表したものである。上記実施の形態
では、スペーサ１９Ａの配置（１／２配置）をベースとして、更にスペーサ１９Ｂを配置
したが、本変形例では、スペーサの配置密度は変えずに（１／２配置の配置密度５０％を
保ちつつ）、上述の線状不良の発生を抑制可能な配置構成例を挙げる。
【００３９】
　本変形例では、縦方向Ａ１に沿った画素列と、横方向Ａ２に沿った画素列とにおいて、
スペーサ１９の配列周期が異なっている。具体的には、縦方向Ａ１に沿った画素列Ａ１１
（第３の画素列）では、１画素に対応する間隔ｄＡ１１と、３画素に対応する間隔ｄＡ１
２とを交互に介して配置されている。一方、横方向Ａ２に沿った画素列Ａ２１（第４の画
素列）では、２画素に対応する間隔ｄＡ２を介して等間隔で配置されている。但し、スペ
ーサ１９の配置密度は、図６に示したような１／２配置の場合と同等であり、スペーサ１
９は、２つの画素Ｐに対して１つの割合で配置されている。



(10) JP 6417855 B2 2018.11.7

10

20

30

40

50

【００４０】
　このような配置構成により、斜め方向Ａ３に沿った画素列では、３つの画素に対応する
範囲Ａ３ｇ１内に、少なくとも１つのスペーサ１９が配置された構成を実現できる。詳細
には、斜め方向Ａ３に沿った画素列では、４つの画素に対応する範囲Ａ３ｇ２内に２つず
つスペーサ１９が配置されている。
【００４１】
　本変形例では、斜め方向Ａ３に沿った画素列において、３画素に対応する範囲Ａ３ｇ１
内に少なくとも１つ（４画素に対応する範囲Ａ３ｇ２内に２つ）のスペーサ１９が配置さ
れることから、上記実施の形態と同様、上述したような配向乱れに起因する表示不良が生
じた場合にも、その連鎖を３画素以内に留めることができる。よって、線状不良の発生を
抑制することができ、上記実施の形態と同等の効果を得ることができる。また、本変形例
では、配置密度が５０％であり、上記実施の形態に比べて、コントラスト比の低下を抑制
することができる。
【００４２】
＜変形例２＞
　図１５は、変形例２に係るスペーサ１９の配置例を表したものである。上記実施の形態
では、スペーサ１９Ａの配置（１／２配置）をベースとして、更にスペーサ１９Ｂを配置
したが、本変形例では、スペーサの配置密度は変えずに（１／２配置の配置密度５０％を
保ちつつ）、上述の線状不良の発生を抑制可能な配置構成例を挙げる。
【００４３】
　本変形例では、上記変形例１と同様、縦方向Ａ１に沿った画素列と、横方向Ａ２に沿っ
た画素列とにおいて、スペーサ１９の配列周期が異なっている。但し、本変形例では、縦
方向Ａ１に沿った画素列Ａ１２（第３の画素列）では、２画素に対応する間隔ｄＡ１を介
して等間隔で配置されている。一方、横方向Ａ２に沿った画素列Ａ２２（第４の画素列）
では、１画素に対応する間隔ｄＡ２１と、３画素に対応する間隔ｄＡ２２とを交互に介し
て配置されている。但し、スペーサ１９の配置密度は、図６に示したような１／２配置の
場合と同等であり、スペーサ１９は、２つの画素Ｐに対して１つの割合で配置されている
。
【００４４】
　このような配置構成により、斜め方向Ａ３に沿った画素列では、３つの画素に対応する
範囲Ａ３ｇ３内に、少なくとも１つのスペーサ１９が配置された構成を実現できる。詳細
には、斜め方向Ａ３に沿った画素列では、４つの画素に対応する範囲Ａ３ｇ４内に２つず
つスペーサ１９が配置されている。
【００４５】
　本変形例では、斜め方向Ａ３に沿った画素列において、３画素に対応する範囲Ａ３ｇ３
内に少なくとも１つ（４画素に対応する範囲Ａ３ｇ４内に２つ）のスペーサ１９が配置さ
れることから、上記実施の形態と同様、上述したような配向乱れに起因する表示不良が生
じた場合にも、その連鎖を３画素以内に留めることができる。よって、線状不良の発生を
抑制することができ、上記実施の形態と同等の効果を得ることができる。また、本変形例
では、配置密度が５０％であり、上記実施の形態に比べて、コントラスト比の低下を抑制
することができる。
【００４６】
＜適用例＞
　上記実施の形態等の液晶表示装置１０は、投射型または直視型のあらゆるタイプの表示
装置（電子機器）に用いることができる。その一例として、図１６に、投射型表示装置（
投射型表示装置１）の概略構成について示す。投射型表示装置１では、上記実施の形態等
の液晶表示装置１０が、液晶表示ユニット（液晶表示ユニット１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂ）
内に組み込まれている。この投射型表示装置１は、透過型の液晶表示ユニット１０Ｒ，１
０Ｇ，１０Ｂを３枚用いてカラー映像表示を行ういわゆる３板方式のものである。この投
射型表示装置１は、光源２１１と、一対の第１、第２マルチレンズアレイインテグレータ
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２１２，２１３と、全反射ミラー２１４とを備えている。マルチレンズアレイインテグレ
ータ２１２，２１３では、それぞれ複数のマイクロレンズ２１２Ｍ，２１３Ｍが２次元的
に配列されている。マルチレンズアレイインテグレータ２１２，２１３は、光の照度分布
を均一化させるためのものであり、入射した光を複数の小光束に分割する機能を有してい
る。
【００４７】
　光源２１１は、カラー画像表示に必要とされる、赤色光、青色光および緑色光を含んだ
白色光を発するものである。この光源２１１は、例えば、白色光を発する発光体（図示せ
ず）と、発光体から発せられた光を反射、集光する凹面鏡とを含んでいる。発光体として
は、例えば、ハロゲンランプ、メタルハライドランプまたはキセノンランプ等が挙げられ
る。凹面鏡は、集光効率が良い形状であることが望ましく、例えば回転楕円面鏡や回転放
物面鏡等の回転対称な面形状となっている。
【００４８】
　この投射型表示装置１は、また、第２マルチレンズアレイインテグレータ２１３の光出
射側に、ＰＳ合成素子２１５と、コンデンサレンズ２１６と、ダイクロイックミラー２１
７とをこの順に備えている。ダイクロイックミラー２１７は、入射した光を、例えば赤色
光ＬＲと、その他の色光とに分離する機能を有している。
【００４９】
　ＰＳ合成素子２１５には、第２マルチレンズアレイインテグレータ２１３における隣り
合うマイクロレンズ間に対応する位置に、複数の１／２波長板２１５Ａが設けられている
。ＰＳ合成素子２１５は、入射した光Ｌ０を２種類（Ｐ偏光成分およびＳ偏光成分）の偏
光光Ｌ１，Ｌ２に分離する機能を有している。ＰＳ合成素子２１５は、また、分離された
２つの偏光光Ｌ１，Ｌ２のうち、一方の偏光光Ｌ２を、その偏光方向（例えばＰ偏光）を
保ったままＰＳ合成素子２１５から出射し、他方の偏光光Ｌ１（例えばＳ偏光成分）を、
１／２波長板２１５Ａの作用により、他の偏光成分（例えばＰ偏光成分）に変換して出射
する機能を有している。
【００５０】
　この投射型表示装置１は、また、ダイクロイックミラー２１７によって分離された赤色
光ＬＲの光路に沿って、全反射ミラー２１８と、フィールドレンズ２２４Ｒと、液晶表示
ユニット１０Ｒとを順番に備えている。全反射ミラー２１８は、ダイクロイックミラー２
１７によって分離された赤色光ＬＲを、液晶表示ユニット１０Ｒに向けて反射するように
なっている。液晶表示ユニット１０Ｒは、フィールドレンズ２２４Ｒを介して入射した赤
色光ＬＲを、画像信号に応じて空間的に変調する機能を有している。
【００５１】
　この投射型表示装置１は、さらに、ダイクロイックミラー２１７によって分離された他
の色光の光路に沿って、ダイクロイックミラー２１９を備えている。ダイクロイックミラ
ー２１９は、入射した光を、例えば緑色光と青色光とに分離する機能を有している。
【００５２】
　この投射型表示装置１は、また、ダイクロイックミラー２１９によって分離された緑色
光ＬＧの光路に沿って、フィールドレンズ２２４Ｇと、液晶表示ユニット１０Ｇとを順番
に備えている。液晶表示ユニット１０Ｇは、フィールドレンズ２２４Ｇを介して入射した
緑色光ＬＧを、画像信号に応じて空間的に変調する機能を有している。さらに、ダイクロ
イックミラー２１９によって分離された青色光ＬＢの光路に沿って、リレーレンズ２２０
と、全反射ミラー２２１と、リレーレンズ２２２と、全反射ミラー２２３と、フィールド
レンズ２２４Ｂと、液晶表示ユニット１０Ｂとを順番に備えている。全反射ミラー２２１
は、リレーレンズ２２０を介して入射した青色光ＬＢを、全反射ミラー２２３に向けて反
射するようになっている。全反射ミラー２２３は、全反射ミラー２２１によって反射され
、リレーレンズ２２２を介して入射した青色光ＬＢを、液晶表示ユニット１０Ｂに向けて
反射するようになっている。液晶表示ユニット１０Ｂは、全反射ミラー２２３によって反
射され、フィールドレンズ２２４Ｂを介して入射した青色光ＬＢを、画像信号に応じて空
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間的に変調する機能を有している。
【００５３】
　この投射型表示装置１は、また、赤色光ＬＲ、緑色光ＬＧおよび青色光ＬＢの光路が交
わる位置に、３つの色光ＬＲ，ＬＧ，ＬＢを合成する機能を有したクロスプリズム２２６
を備えている。この投射型表示装置１は、また、クロスプリズム２２６から出射された合
成光を、スクリーン２２８に向けて投射するための投射レンズ２２７を備えている。クロ
スプリズム２２６は、３つの入射面２２６Ｒ，２２６Ｇ，２２６Ｂと、一つの出射面２２
６Ｔとを有している。入射面２２６Ｒには、液晶表示ユニット１０Ｒから出射された赤色
光ＬＲが、入射面２２６Ｇには、液晶表示ユニット１０Ｇから出射された緑色光ＬＧが、
入射面２２６Ｂには、液晶表示ユニット１０Ｂから出射された青色光ＬＢが、それぞれ入
射するようになっている。クロスプリズム２２６は、入射面２２６Ｒ，２２６Ｇ，２２６
Ｇに入射した３つの色光を合成して出射面２２６Ｔから出射する。
【００５４】
　図１７は、液晶表示ユニット１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの要部を分解して表したものであ
る。液晶表示ユニット１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂは、液晶表示装置１０とこれを収納あるい
は挟持する、外枠１５１および見切り板１５４を含んでいる。
【００５５】
　液晶表示装置１０には、フィルム基板１５５が接続されており、フィルム基板１５５を
通じて、入射光の変調に必要な映像情報が投射型表示装置１の本体側から供給される。こ
の液晶表示装置１０の光入射側には、入射側防塵ガラス１５３、光出射側には、出射側防
塵ガラス１５２がそれぞれ貼り合わせられている。見切り板１５４は、液晶表示装置１０
の入射面側に装着され、その表示領域１０ａに対向して開口を有する。外枠１５１は、液
晶表示装置１０の光出射側に取り付けられ、液晶表示装置１０の端面部を囲む枠形状を有
する。
【００５６】
　以上、実施の形態および変形例を挙げて本開示を説明したが、本開示はこれらの実施の
形態等に限定されず、種々の変形が可能である。例えば、上記実施の形態では、斜め方向
Ａ３の選択的な画素列において、選択的な画素に対応する範囲内に１つのスペーサが配置
された構成を例に挙げたが、選択的な画素の範囲内に配置されるスペーサの個数は１つに
限らず、２つ以上であってもよい。例えば、５画素の範囲内に２つ以上のスペーサが配置
されていてもよい。即ち、ｎ（ｎは２以上の整数）画素の範囲内に、ｍ（ｍ≦ｎ）個のス
ペーサを配置することができる。
【００５７】
　また、上記実施の形態等では、スペーサの周期配列として、２画素に対して１つのスペ
ーサが配置されたもの（１／２配置のもの）をベースとして説明したが、スペーサの周期
配列は、これに限定されるものではなく、他の様々な配列を用いることができる。例えば
、上記実施の形態において、スペーサ１９Ａは、３以上の画素に対して１つの割合で配置
されていてもよい。また、変形例１，２では、スペーサ１９が３以上の画素に対して１つ
の割合で配置されていてもよい。斜め方向（第３の方向）に沿った選択的な画素列におい
て、選択的な画素に対応する範囲内に少なくとも１つのスペーサが配置された構成であれ
ば、表示領域全体のスペーサの配置密度、レイアウトなどは特に限定されず、様々な形態
をとり得る。
【００５８】
　また、上記実施の形態等では、本開示の液晶表示装置の適用例として、透過型の液晶表
示装置を例示したが、本開示の液晶表示装置は、これに限定されず、例えばＬＣＯＳ（Li
quid Crystal On Silicon）等の反射型の液晶表示装置であってもよい。
【００５９】
　更に、本開示の電子機器は、上記適用例の他にも、光源からの光を液晶表示装置を介し
て変調し、投射レンズを用いて映像表示するタイプの様々な表示装置に適用可能である。
また、そのような投射型の表示装置に限定されず、直視型の表示装置に用いられてもよい
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。一例としては、電子ビューファインダ（ＥＶＦ：electronic viewfinder）などが挙げ
られる。尚、上記実施の形態等において説明した効果は一例であり、本開示の効果は、他
の効果であってもよいし、更に他の効果を含んでいてもよい。
【００６０】
　尚、本開示内容は以下のような構成であってもよい。
（１）
　対向配置された第１基板および第２基板と、
　前記第１基板上に、直交する第１および第２の方向に沿って２次元配置されると共に、
各々が、印加電圧に応じて透過率が変化する液晶素子を有する複数の画素と、
　前記第１基板と前記第２基板との間に配置された複数のスペーサと
　を備え、
　前記複数のスペーサは、前記第１および第２の方向のそれぞれから傾斜する第３の方向
に沿った選択的な画素列において、選択的な画素に対応する範囲内に少なくとも１つのス
ペーサを含む
　液晶表示装置。
（２）
　前記第３の方向に沿った選択的な画素列では、２以上の画素に対応する範囲内に少なく
とも１つのスペーサを含む
　上記（１）に記載の液晶表示装置。
（３）
　前記第３の方向に沿った選択的な画素列では、２以上の画素に対応する範囲内に１つの
スペーサを含む
　上記（２）に記載の液晶表示装置。
（４）
　前記第３の方向に沿った選択的な画素列では、２０以下の画素に対応する範囲内に少な
くとも１つのスペーサを含む
　上記（１）～（３）のいずれかに記載の液晶表示装置。
（５）
　前記複数のスペーサは、前記画素間の遮光領域に配置されている
　上記（１）～（４）のいずれかに記載の液晶表示装置。
（６）
　前記複数のスペーサは、
　２つの画素に対して１つの割合で周期的に配置された第１のスペーサと、
　前記第３の方向に沿った選択的な画素列において、２以上の画素に対応する範囲内に１
つ配置された第２のスペーサと
　を含む
　上記（１）～（５）のいずれかに記載の液晶表示装置。
（７）
　前記第３の方向に沿った画素列は、
　前記第１のスペーサが１画素に対して１つの割合で配置された第１の画素列と、
　前記第２のスペーサが２以上の画素に対応する範囲内に１つ配置された第２の画素列と
　を含む
　上記（６）に記載の液晶表示装置。
（８）
　前記第１の方向に沿った第３の画素列と、前記第２の方向に沿った第４の画素列とにお
いて、前記スペーサの配列周期が異なる
　上記（１）～（５）のいずれかに記載の液晶表示装置。
（９）
　前記複数のスペーサは、２つの画素に対して１つの割合で配置されている
　上記（８）に記載の液晶表示装置。
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　前記複数のスペーサは、
　前記第３の画素列では、１画素に対応する間隔と３画素に対応する間隔とを交互に介し
て配置され、
　前記第４の画素列では、２画素に対応する間隔を介して等間隔で配置されている
　上記（９）に記載の液晶表示装置。
（１１）
　前記複数のスペーサは、
　前記第３の画素列では、２画素に対応する間隔を介して等間隔で配置され、
　前記第４の画素列では、１画素に対応する間隔と３画素に対応する間隔とを交互に介し
て配置されている
　上記（９）に記載の液晶表示装置。
（１２）
　前記複数のスペーサは、
　前記第３の方向に沿った画素列において、４画素に対応する範囲内に２つ配置されたス
ペーサを含む
　上記（９）～（１１）のいずれかに記載の液晶表示装置。
（１３）
　前記第３の方向は、前記第１および第２の方向のそれぞれから４５°傾斜した方向であ
る
　上記（１）～（１２）のいずれかに記載の液晶表示装置。
（１４）
　対向配置された第１基板および第２基板と、
　前記第１基板上に、直交する第１および第２の方向に沿って２次元配置されると共に、
各々が、印加電圧に応じて透過率が変化する液晶素子を有する複数の画素と、
　前記第１基板と前記第２基板との間に配置された複数のスペーサと
　を備え、
　前記複数のスペーサは、前記第１および第２の方向のそれぞれから傾斜する第３の方向
に沿った選択的な画素列において、選択的な画素に対応する範囲内に少なくとも１つのス
ペーサを含む
　液晶表示装置を備えた電子機器。
【符号の説明】
【００６１】
　１…投射型表示装置、１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂ…液晶表示ユニット、１０…液晶表示装
置、１０ａ…表示領域、１１…第１基板、１２…画素回路層、１２ａ…ＴＦＴ、１３…画
素電極、１４Ａ，１４Ｂ…配向膜、１５…液晶層、１６…対向電極、１７…遮光膜、１８
…第２基板、１９，１９Ａ，１９Ｂ…スペーサ、１２Ａ…入射側防塵ガラス、１２Ｂ…出
射側防塵ガラス、１３…見切り板、１４…外枠１５１ａ…開口、１４ｅ…縁部、１４ｅ１
…屈曲部、２１１…光源、２２７…投射レンズ、２２８…、Ｓ１…傾斜面（平面）、Ｓ２
…傾斜面（局面）、Ａ１…縦方向、Ａ２…横方向、Ａ３…斜め方向、Ａ３ｇ，Ａ３ｇ１～
Ａ３ｇ４…範囲、Ａ１１，Ａ１２，Ａ２１，Ａ２２…画素列、Ｂ１１～Ｂ１４，Ｂ２１～
Ｂ２４…黒表示部分、Ｗ１１～Ｗ１４，Ｗ２１～２４…白表示部分、Ｇ２１～Ｇ２４…中
間調表示部分、Ｄ１，Ｄ２…方向、ｄＡ１，ｄＡ２，ｄＡ１１，ｄＡ１２，ｄＡ２１，ｄ
Ａ２２…間隔、ＬＣ…液晶素子、Ｃｓ…補助容量素子、Ｐ，Ｐ１１～Ｐ１４，Ｐ２１～Ｐ
２５…画素、Ｘ１～Ｘ４…線状不良、ＸＸ０～ＸＸ３…起点。
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https://share-analytics.zhihuiya.com/view/a2c40816-a4ee-466f-b171-031b7cbee300
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/056017710/publication/JP6417855B2?q=JP6417855B2

